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社
会
政
策
之
社
会
保
障

社
会
政
策
と
社
会
保
障

-

|

孝

橋

理

論

批

判

l

|

日

次

一
、
労
働
政
策
と
社
会
政
筑

I

孝
楠
即
論
の
要
旨

E

「
質
強
労
働
の
再
生
産
」

皿
労
働
政
策
を
社
会
政
策
と
同
一
視
す
る
ζ

と
か
ら

生
ず
る
ず
橋
理
論
の
内
部
矛
日

wn

前
北
少
と
抑
圧

二
‘
社
会
政
措
か
ら
社
会
保
開
へ

-
社
会
政
策
の
「
変
容
」

E

社
会
保
障

は

出f

さ

し

戦
後
‘
昭
和
二
凶
年
頃
か
ら
問
、
冗
年
の
あ
い
だ
、
社
会
政
策
研
究
者

に
」
っ
て
行
わ
れ

t
叫
似
合
政
策
の
本
質
に
関
す
る
論
争
は
、
多
く
の
遺
産

第
八
十
二
巻

第
一
一
一
号

司令。

O 
回

.frl ノ、

III 

.k 
l
b勾
晶

を
残
し
て
終
必
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
た
。
し
か
る
に
、
故
近
、
と
の
論

争
の
成
果
を
無
視
す
る
よ
う
な
理
論
的
混
乱
が
、
あ
ち
こ
ち
に
現
わ
れ
て

い
る
。社
会
政
策
の
本
買
を
正
し
く
把
即
位
す
る
こ
と
は
、

I
R
は
、
社
会
印
障
D

本
質
合
理
解
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
担
会
保
障
制
度
の
碓

立
が
当
面
白
淑
題
ム
な
っ
て
い
る
わ
か
国
に
お
い
て
は
、
極
め
て
尖
践
的

意
議
会
有
し
て
い
る
。

本
稿
は
、
社
会
政
策
を
賃
金
労
働
の
再
生
泣
策
と
脱
定
す
る
社
会
政
策

論
を
批
判
し
、
か
か
る
社
会
政
策
論
を
以
て
し
て
は
、
社
会
保
障
の
本
質

把
握
が
不
可
能
で
あ
る
と
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
労
働
政
策
と
社
会
政
策

社
会
政
策
が
労
働
政
治
の
一
形
態
三
あ
る
こ
と
は
、
こ
ん
に
ち
、
即
物



館
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
倫
理
的
社
会
政
策
論
者
や
詩
壇
社

会
主
義
の
流
、
れ
を
扱
む
観
念
的
な
れ
会
政
策
論
者
で
な
い
か
ぎ
り
、
最
早

こ
れ
を
疑
う
も
の
は
殆
ん
ど
い
な
い
。

し
か
る
に
、
孝
橋
正
一
氏
は
、
「
社
会
政
策
理
論
の
反
省
主
批
礼
γ

|

岸
本
理
論
の
批
判
を
媒
介
と
し
て
1

|
』
な
る
論
文
に
お
い
て
、
こ
の
伝

統
的
概
念
に
対
し
て
大
胆
な
挑
戦
を
試
み
て
和
ら
れ
る
。

ー
孝
橋
理
論
の
要
旨

岸
本
英
太
郎
氏
が
、
「
社
会
政
策
は
、
労
資
の
階
級
関
係
の
安
定
吉
通

じ
て
(
階
級
闘
争
の
抑
制
緩
和
に
よ
っ
て
、
と
い
い
か
え
て
も
よ
い
)
産

業
平
和
を
確
保
-
維
持
す
る
た
め
に
(
社
会
政
策
の
本
質
に
お
け
る
政
治

的

1
社
会
的
契
機
)
、
国
家
の
法
的
強
制
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
資
本
に
よ

る
労
働
力
の
何
倍
収
奪
に
対
す
る
抑
制
緩
和
策
(
社
会
政
策
の
本
質
に
お

円
る
経
済
的
契
機
)
で
あ
る
」
ハ
岸
本
許
可
抗
乏
化
法
則
と
社
会
政
策
』

・
一
九
五
五
年
刊
五
五
瓦
〉
と
定
義
さ
れ
る
の
に
対
L
て
、
孝
橋
氏
は

大
体
以
下
の
よ
う
な
批
判
会
な
さ
れ
る
。

「
(
『
窮
乏
化
法
則
主
社
会
政
策
』
に
お
け
る
岸
本
氏
の
理
論
で
は

i
|

引
用
者
)
、
社
会
政
飯
の
政
治
的

1
社

会

的

必

然

(

)

は

、

社
会
政
策
町
一
本
質
そ
の
も
の
の
な
か
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
Q

し
か

も
そ
の
と
り
入
れ
方
壮
い
L
説
明
原
型
は
、
「
政
治
関
係
の
安
定
を
過
し

て
産
業
平
和
を
確
保
・
維
持
す
る
た
め
に
n
h
i
l
l
そ
の
こ
之
が
剰
余
価
値

の
住
産
を
安
定
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
前

11ー
と
い
う
譲
歩
の
政
治
的
日
的

に
も
と
め
、
そ
の
た
め
に
「
資
本
に
よ
る
労
働
力
の
価
値
収
牽
』
に
対
す

社
会
政
策
と
社
会
保
陪

る
国
家
的
抑
制
緩
和
銃
と
い
う
経
済
的
手
段
が
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
ω

こ

こ
で
は
岸
本
迎
論
は
、
政
治
的
目
的
主
経
済
的
手
段
と
の
結
令
に
お
い
て

社
会
政
策
の
本
質
が
構
成
さ
れ
て
い
る
と
見
て
い
る
。
」

「
L
か
し
社
会
政
策
の
本
質
が
、
ま
さ
に
そ
の
打
立
の
根
底
に
お
い
て

本
質
的
に
、
央
官
的

1
経
済
的
統
一
忙
お
い
て
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
を
欠
い
て
は
社
会
政
策
が
存
立
で
き
な
い
核

心
的
な
も
の
、
そ
の
要
悶
主
要
因
の
総
体
が
、
社
会
的
(
政
治
的

)
1経

済
的
統
一
に
お
い
て
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
窓
味
し
て
い

る
。
岸
本
理
論
に
い
う
本
質
に
お
け
る
政
治
的
契
機
は
、
目
的
的
に
は
円

己
同
一
的
に
経
済
的
で
あ
り
(
政
治

l
階
扱
関
係
り
安
定
↓
産
業
平
和
の

確
保
)
、
同
様
の
経
済
的
契
機
は
、
手
段
的
に
は
自
己
同
一
的
に
政
治
的

で
あ
る
は
ず
で
あ
る
(
出
家
的
手
段
に
よ
る
労
働
力
価
伯
収
奪
の
抑
制
緩

和
)
。
こ
の
よ
う
な
志
床
と
含
み
を
も
っ
て
、
社
会
的
(
政
治
的

)
1経、計

的
航
一
が
理
解
さ
れ
る
こ
邑
が
正
し
し
」
の
で
あ
る
が
、
「
岸
v

耳
理
一
諭
に

お
い
て
は
社
会
政
鋭
の
本
質
に
担
け
る
対
集
的
契
機
で
あ
る
労
働

力
の
保
全
を
、
賃
銀
労
働
の
再
土
産
市
と
し
て
発
展
的
に
型
解
し
よ
う
と
せ

ず
あ
え
て
そ
れ
(
労
働
力
の
保
全
i

|
引
用
者
)
を
社
会
政
策
白

内
啓
に
位
置
づ
け
、
本
質
規
定
か
ら
し
り
ぞ
け
る
乙
と
に
よ
っ
て
そ
の
本

質
論
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
(
表
情
稿
、
『
社
長
政
措
理
論
の
反

有
と
批
判
』
〈
社
会
問
題
研
究
節
句
巻
館
一
号
・
一
九
五
七
年
二
月
〉

T1l七
頁
、
傍
点
刷
用
者
〕
。

社
会
政
策
の
本
一
引
を
「
労
働
力
の
保
全
し
に
も
主
め
る
大
河
内
理
論

第
八
十
二
巻

。
豆

第
三
号

五



社
会
政
策
と
社
会
ほ
障

は
、
生
皮
力
説
的
誤
習
の
代
名
詞
の
土
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
「
労

問
力
の
保
全
」
を
「
賃
金
労
働
の
再
生
皮
」
と
い
う
意
味
に
拡
大
す
る
な

ら
ば
、
社
会
政
策
の
本
質
を
社
会
的
契
機
と
経
済
的
契
機
と
の
真
由
意
味

で
の
統
一
と
し
て
把
掘
で
き
る
こ
と
邑
な
り
，
大
河
内
理
論
の
弱
点
主
克

服
す
る
こ
と
が
吋
抽
出
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
‘
社
会
政
策
の
本
質
を
賃
銀

労
働
の
再
生
産
と
規
定
す
れ
ば
、
「
抑
圧
的
副
会
政
策
も
ま
た
、
労
働
者

を
賃
銀
労
働
者
と
し
て
再
生
産
す
る
こ
主
を
本
質
と
L

す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
「
ま
ぎ
れ
も
な
く
社
会
政
策
の
一
環
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
」

(
前
掲
論
文
、
一
七
耳
V

。

以
上
が
、
幸
橋
理
論
の
裂
回
目
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
労
働
者
に
刻
す

る
抑
圧
政
策
を
社
会
政
銑
慨
念
に
包
含
せ
し
め
よ
ラ
と
す
る
の
が
、
氏
の

中
心
的
論
点
を
な
し
て
い
る
。

E

「
賃
銀
労
働
の
耳
主
産
」

前
述
の
如
く
、
孝
僑
理
論
で
は
、
「
社
会
政
策
の
本
質
は
賃
銀
労
働
の

再
生
産
」
で
あ
る
と
き
れ
、
と
り
規
定
が
求
橋
氏
の
社
会
政
策
本
質
輸
の

基
底
的
命
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
生
ず
こ
の
問
題
を
簡
単
に
検
討
し
よ

う。
大
河
内
氏
が
、
社
会
政
策
の
本
質
を
「
労
働
力
。
保
全
」
と
規
定
さ
れ

る
と
き
、
そ
れ
が
賃
銀
労
働
力
白
保
全
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余

地
が
な
い
。
従
っ
て
孝
桁
理
論
が
大
河
内
理
論
と
異
っ
て
い
る
の
は
、

「
保
全
」
の
代
り
に
「
再
生
産
」

k
い
う
こ
と
ば
が
使
用
さ
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。

第
八
十
二
巻

第

辛

。
ノ、

ユι

と
こ
ら
で
、
大
河
内
理
論
で
い
う
「
(
賃
金
)
労
働
力
の
保
全
」
は
、

信
鉱
労
働
力
の
順
当
な
再
生
庄
と
い
う
意
味
で
川
い
ら
れ
て
い
る
が
、
孝

情
理
論
で
い
う
「
賃
銀
労
働
の
再
生
産
」
は
こ
れ
と
は
全
く
窓
叶
怖
を
具
に

し
て
い
る
よ
ラ
で
あ
る
(
大
河
内
苦
寸
社
会
政
策
り
続
前
理
論
」
一
一
一
一
一
片

参
照
〉
。
賃
銀
労
働
の
再
生
産
、
と
は
、
も
と
も
と
、
資
本
の
運
動
そ
の
も
の
の
一

側
面
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
資
本
の
運
動
(
創
山
・
増
大
、
総

じ
て
再
生
産
)
の
過
程
は
、
同
時
に
、
賃
労
働
の
創
出
・
増
大

1
再
生
産

D
過
程
を
含
ん
で
い
る
。
本
源
的
蓄
積
過
程
に
お
い
て
典
型
的
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
ぞ
れ
仕
国
家
権
力
(
そ
の
他
の
外
的
強
力
)
を
損
杵
主
し
て

滋
行
さ
れ
る
之
は
い
へ
、
「
賃
銀
労
働
の
再
生
産
」
と
い
う
概
念
は
、
前

述
の
如
き
意
味
に
お
い
て
は
、
す
ぐ
れ
て
辞
済
的
な
概
念
で
あ
る
。

孝
橋
氏
が
「
賃
銀
労
働
り
再
生
産
」
と
い
う
こ
と
ば
を
如
何
な
る
意
味

に
用
い
て
お
ら
れ
る
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
わ
た
く
し
の
理

解
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
労
働
者
乞
賃
鉱
労
働
者
と
し
て
再
生
産
す
る
こ

と
、
換
言
す
れ
ば
、
賃
銀
労
働
者
を
賃
銀
労
働
者
と

L
て
体
制
的
枠
の
な

か
に
繋
ぎ
と
め
て
お
く
こ
と
、
と
い
ど
ノ
責
保
に
使
用
し
て
お
ら
れ
る
よ
う

心
不

で
あ
る
。

都
「
収
奪
さ
れ
一
。
労
働
者
の
抵
抗
は
、
し
ば
し
ば
資
本
主
義
に
お
け
る

陪
組
関
係
の
安
定
と
い
わ
ゆ
る
産
業
平
和
を
撹
乱
す
る
も
の
と
な
り
、

さ
ら
に
す
す
ん
で
資
本
主
義
的
秩
序
そ
む
も
の
の
破
壊
と
超
克
の
方
舟

を
と
る
こ
主
に
よ
っ
て
、
労
働
力
ハ

1
賃
金
労
働
者
)
の
耳
生
産
へ
の



、、
.
.
.
 ‘.-.、‘
.
.
 --

さ
主
に
げ
と
な
っ
て
い
る
」
(
前
担
論
文
一
心
頁
、
傍
点
引
用
者
)
。

も
し
、
わ
た
く
し
の
理
解
が
誤
っ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
占
草
橋
現
前
で
い

う
「
賃
鉱
労
働
の
山
再
生
産
」
な
る
語
は
、
本
来
の
経
済
的
範
嶋
一
宮
越
え

て
、
政
治
的
範
時
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
か
く
て
、
4幸卒

』、.
.
 、、

橋
現
諭
に
よ
れ
ば
、
社
会
政
策
と
は
、
体
制
維
持
策
そ
の
も
の
、
す
な
わ

ち
資
本
主
義
体
制
を
維
持
す
る
た
め
の
一
国
家
の
政
策
(
吐
い
ぜ
い
そ
の
う

‘.、、.、

b
の
労
働
政
策
)
、
と
い
う
こ
と
と
な
ら
さ
る
を
え
な
い
。

こ
れ
は
、
わ
が
国
の
社
会
政
策
理
論
を
、
少
く
と
も
二

O
年
の
昔
に
逆

転
き
せ
る
こ
主
に
ほ
か
な
ら
な
い
し
、
社
会
政
策
の
本
質
に
お
け
る
政
治

的
契
機
と
経
済
的
理
機
と
の
統
一
、
と
い
う
謀
厨
が
、
か
か
る
素
朴
な
政
治

.
、
、

主
義
的
社
会
政
策
論
で
克
服
さ
れ
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

E

労
働
政
殺
を
計
会
政
策
と
同
一
視
す
る
こ
と
か
ら

生
ず
る
矛
橋
理
論
の
内
部
矛
盾

労
働
政
銃
一
般
よ
そ
社
会
政
策
と
同
一
視
す
る
こ
と
の
当
然
の
結
果
と
し

て
、
孝
橋
理
論
で
は
、
労
働
者
に
対
す
ゐ
抑
圧
も
社
会
政
策
シ
」
称
せ
ざ
る

を
え
な
い
ミ
と

E
な
る
。

弾
圧
1
抑
任
之
社
会
政
策
と
の
関
逆
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
る
こ
と
と

し
、
こ
」
で
は
、
未
橋
氏
自
身
の
理
論
体
系
の
な
か
に
お
け
る
論
理
的
混

乱

1
矛
盾
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

李
橋
氏
は
、
か
つ
て
、
と
の
閣
の
社
会
事
業
前
り
理
論
的
水
準
を
大
い

に
一
品
か
ら
し
め

K
「
社
会
事
業
の
基
木
問
題
一
(
一
九
正
問

ι
刊
)
な
る

名
著
に
お
い
て
、
社
会
的
諸
問
題
を
基
底
的

l
本
質
的
説
題
主
派
生
的

l

社
主
政
世
主
社
長
保
障

関
係
的
課
題
と
に
分
類
し
、
前
者
に
対
応
す
る
社
会
的
対
応
阪
を
社
会

政
策
、
後
者
に
刻
応
す
る
そ
れ
を
社
会
事
業
と
規
定
さ
れ
た
。

か
か
る
規
定
の
仕
方
に
刻
し
て
、
か
つ
て
わ
た
く
し
は
、
不
満
の
意

を
表
明
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
E
も
か
く
、
社
会
政
銑
に
せ
よ

引
会
事
業
に
せ
よ
、
社
会
的
問
題
に
対
す
る
社
会
的
対
応
策
L

と
い
う
か

ら
に
は
、
そ
れ
ら
は
、

w認
、
こ
れ
ら
の
社
会
的
諮
問
題
を
背
負
っ
た

人
々
に
対
す
る
救
済
策

1
品
保
護
鮫
の
み
を
意
味
す
る
も
の
と
わ
た
く
し

は
理
解
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
孝
橋
氏
の
計
会
事
業
論
の
体
系
は
、
こ

の
前
提
の
上
に
組
立
て
ら
れ
て
い
る
も
の
k
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
わ
た
〈
し
の
誤
解
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
(
尤
も
、
孝
橋
氏

は
同
書
で
も
、
社
会
政
策
を
議
事
と
抑
圧
tr
の
二
由
に
お
い
て
捉
え
、

議
告
と
し
て
の
社
会
政
策
を
補
充
す
る
も
の
と
し
て
担
金
事
業
を
規
定

し
て
お
ら
れ
る
〕
。

さ
ら
に
、
孝
橋
氏
は
、
わ
た
く
し
が
い
ま
批
判
の
対
象
と
し
て
い
る

論
文
に
お
い
て
も
、
「
私
の
思
考
で
は
、
資
本
主
義
的
生
単
万
法
に
は

め
こ
ま
れ
た
労
働
力

l
労
働
者
と
し
て
、
そ
れ
(
社
会
政
鍛
ー
ト
引
別

者
)
が
負
銀
労
働
力
の
保
全
(
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
賃
銀
労
働
者
の
保
護

正
よ
び
か
え
て
も
差
支
え
は
な
い
〉
を
国
家
的
に
防
衛
す
る
か
ぎ
り
で

は
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
社
会
政
策
の
本
質
が
経
済
的
に
表
現
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
窓
味
す
る
」
(
前
向
諭
女
、

b
頁
、
傍
点
引
用
者
)

と
述
ベ
て
お
ら
れ
る
。

寧
橋
氏
は
、

ζ

こ
で
は
明
ら
か
に
、
社
会
政
策
を
労
働
者
保
護
と
L

第
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十
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社
会
政
焼
と
社
会
保
障

て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
論
理
的
混
乱
と
称
す
る
ほ
か
は
な
い
。

尤
も
、
前
述
の
如
く
、
孝
橋
氏
は
、
「
賃
銀
労
倒
力
の
保
全
」
と
「
賀

.、

銀
労
働
(
力
)
の
川
再
科
牛
生
一
産
」
と
は
同
義
で
は
な
〈
、
前
者
は
こ
れ
を
労
働

者
保
護
主
呼
ん
で
も
よ
い
が
、
後
者
に
は
保
誌
の
み
な
ら
ず
抑
圧
も
合
ま

れ
て
い
る
と
主
張
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
の
場
合
に
は
.

4

ネ
橋
氏
は
他
の
諭
珂
的
矛
盾
に
迦
週
せ
ざ
る

、
.
、
、
、
.
‘
.
‘
.
、
、
、
、
、
.
‘
.
、
.
、
.

を
え
な
い
。
ナ
な
わ
ち
、
民
は
、
社
会
政
策
を
労
働
者
保
護
左
規
定
す
る

』
-
-
-
-
.
、
.
、
、
.
.
 、

己
主
に
よ
り
は
じ
め
て
、
「
そ
れ
〔
こ
こ
で
は
労
働
者
保
説
|
|
引
用
者
〕

は
そ
の
主
ま
社
会
政
筑
の
本
質
が
経
済
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
窓

味
ず
る
し
、
ま
た
そ
れ
が
同
時
的
自
己
同
一
的
に
、
資
本
主
義
的
生
住

関
係
の
も
と
に
お
け
る
階
級
の
支
配
k
安
定
を
保
障
す
る
か
ぎ
り
に
お
い

て
は
、
社
会
政
肢
の
本
質
が
政
治
的
(
社
会
的
〉
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
」
(
前
掲
論
文
じ
瓦
)
と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。L
か
る
に
、
賃
銀
労
働
の
刊
生
産
が
、
労
倒
者
の
保
護
で
は
な
く
て
労

働
者
の
抑
圧
を
志
向
す
る
場
合
に
は
、
牙
橋
氏
は
副
会
政
策
の
本
質
に
お

、.. 
‘.冒、、

け
る
招
経
仰
占
消
何
的
契
機
を
何
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
町
?
，
こ
こ
で
は
経

済
的
契
機
は
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
い
影
も
形
も
見
え
な
く
な
る
で
は
な
い

か
。
従
っ
て
、
京
橋
氏
は
、
「
そ
れ
(
こ
の
暢
令
に
は
、
労
働
者
に
対
す

‘.、

る
抑
圧
|
|
引
川
者
)
は
そ
の
ま
ま
剖
会
政
策
の
本
質
が
経
済
的
に
表
現

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
最
早
、
不
可
能

と
な
り
、
社
会
政
策
を
政
治
的
契
機
Lr一
経
済
的
契
機
と
の
統
一
に
お
い
て

第
八
十
二
巻
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l 、と

矛宰す
盾橋る
に氏氏
I色に の
聞と 立
せっ場
ぎては
るは 、
を、 j見

え何氏
なれか
いを lう

E重量
はずせ
明る ざ
らに る
かせを
でよ え
あ、た

る氏い
o カ1 こ

長
こ
の
場
官
、
同
契
機
を
統
一
的
に
把
握
す
る
た
め
に
幸
柿
氏
に
残
さ

れ
て
い
る
唯
一
の
逃
げ
道
は
、
恐
ら
く
、
経
済
的
契
機
を
剰
余
価
値
と

い
う
点
に
求
め
る
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
も
こ
れ
に
は
二

つ
り
方
向
が
あ
る
。

第
一
に
は
、
経
済
的
契
機
を
剰
余
仙
伯
の
確
保
(
安
定
化
〕
と
い
う

一
点
に
し
ぼ
っ
て
し
ま
う
方
向
、
こ
の
立
場
が
孝
橋
氏
の
理
論
体
系
を

恨
庇
か
ら
閉
し
て
し
ま
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
孝
柄

理
論
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
名
暑
を
意
味
す
る
。

第
二
に

υ、
経
済
的
契
簡
を
、
升
働
者
保
護
と
剰
余
川
値
確
保
と
の

二
点
に
求
め
る
方
向
、
し
か
し
、
労
働
者
保
護
と
剰
余
仙
他
併
保
と
い

う
本
来
具
目
的
な
も
の
を
、
経
済
的
契
機
白
内
容
に
包
合
せ
し
め
る
こ

と
は
、
形
式
論
理
的
に
も
不
可
能
で
あ
る
。
尤
も
、
剰
余
仙
植
の
確
保

と
い
う
こ
と
ば
を
広
い
立
味
に
僻
す
れ
ば
、
こ
の
点
だ
け
は
克
服
山
来

る
が
、
こ
れ
は
前
一
記
の
第
一
的
方
向
そ
の
も
の
と
な
る
。
い
づ
れ
に
せ

よ
、
羊
橋
氏
に
之
つ
て
は
、
抜
け
道
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

つ
い
で
に
、
社
会
政
策
の
本
一
到
に
ぬ
け
る
絞
首
的
契
機
之
い
う
こ
と

の
t

応
味
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

北
半
柄
民
が
、
円
社
会
政
筑
が
労
働
者
仕
叫
峰
山
か
」
凶
山
本
的
に
出
品
す
る
か



-』.‘
.. 

ぎ
り
で
は
、
そ
れ
は
そ
の
主
ま
社
会
政
伎
の
木
町
が
経
所
的
に
表
札
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
怠
叫
す
る
》
と
一
ι
わ
れ
る
と
き
、
こ

D
t言
そ
の
も

、‘.

の
は
正
当
で
あ
あ
が
、
如
何
な
る
剖
点
に
立
っ
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
る
か
は
明
附
で
は
な
い
。

労
働
者
保
護
は
主
と
し
て
労
働
者
の
経
済
的
状
態
に
影
響
を
与
え
る

と
い
う
混
然
と
し
た
意
味
で
、
こ
れ
を
経
済
的
英
機
と
し
て
考
え
い
枯
ら

れ
る
匝
度
で
は
な
い
か
、
と
わ
た
く
し
は
推
測
す
る
。

、
、
、
、

わ
れ
わ
れ
は
、
経
折
的
契
ほ
を
価
値
抑
点
に
お
い
て
捉
え
よ
う
し
乙
す

る
。
従
っ
て
、
労
働
者
保
護
官
経
抗
的
提
出
問
と
み
る
の
は
、
価
前
収
奪

・
司
、
‘
.

の
抑
制
緩
和
と
い
う
表
現
で
も
わ
か
る
劃
く
、
そ
れ
が
価
品
川
関
係
そ
り

も
の
の
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
最
橋
耳
一
論
り
致
命
的
欠

陥
は
、
価
値
机
点
か
耐
性
引
制
さ
れ
て
い
る
占
に
あ
る
よ
う
に
囚
わ
れ
る
。

町
議
歩
と
抑
圧

、
.
、
.
、
、
.
-
-
-
-
-

「
社
会
政
献
が
閏
家
的
強
制
に
よ
る
労
働
者
の
保
護
政
筑
に
ほ
か
な
ら

な
い
こ
と
が
、
制
会
政
筑
概
念
の
伝
統
と
な
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て

---------

は
、
何
人
も
異
存
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
(
前
掲
論
文
、
二
一
一
耳
、
傍
点
引

用
者

)
E白
か
ら
述
べ
て
お
ら
れ
る
孝
橋
氏
は
、
弾
圧
政
策
を
社
会
政
液

楓
念
の
な
か
に
と
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
か
な
ゐ
理
論
的

1
実
践

的
成
果
を
期
待
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
、
全
く
了
併
に
背
し
む
、
と
こ

ろ
で
あ
る
。

社
会
政
策
の
な
か
に
弾
正
政
策
を
包
合
せ
し
め
る
こ

k
に
よ
っ
て
も
士

ら
さ
れ
る
理
論
的
矛
盾
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
社

社
会
政
策
と
社
会
保
障

会
政
依
と
抑
圧
と
の
関
係
を
簡
単
に
胤
定
ず
る
に
と
ど
め
る
。

社
会
政
策
が
「
飴
と
酬
明
」
の
政
策
と
呼
ば
れ
て
き
た
ζ

と
は
事
実
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
キ
橋
氏
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
「
一
つ
り
た
と
え
」
に
す

ぎ
ず
、
正
確
に
は
、
「
融
つ
き
の
的
」
と
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
飴

と
そ
が
社
会
政
筑
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
飴
が
し
ば
し
ぼ
鞭
を
と
も
な
っ
て

与
え
ら
れ
る
と
い
う
理
由
で
、
社
会
政
策
を
「
的
と
鞭
」
の
政
縦
だ
と
規
ホ

定
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
何
も
の
を
も
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
た
い
。

来
社
会
政
簡
を
賃
銀
労
働
り
再
生
産
策
、
す
な
わ
ち
「
併
と
帆
」
の
政

策
と
規
定
す
る
こ
と
は
、
実
は
、
何
も
の
を
も
規
定
し
た
い
こ
と
と
同

じ
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
か
か
る
規
定
か
ら
は
、
例
え
ば
団
結
艇
や

‘

.

、

‘

.

.
 

争
議
仇
艇
の
附
与
も
社
会
政
策
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
剥
奪
も
同
構
に
社

‘.‘.、‘.

会
政
策
で
あ
る

i
1
J孝
桶
理
論
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
賃
担
労
働
の
再

生
産
策
に
日
か
な
ら
な
い
り
だ
か
ら
(
前
掲
論
文
、
起
一

C
，
一
七

ー
-
一
心
耳
)
1ー
と
い
う
結
論
が
生
ず
る
の
み
だ
か
ら
で
あ
る
。

体
制
維
持
の
た
め
の
国
家
の
政
策
、
従
勺
て
労
働
政
策
は
、
本
来
的

基
本
的
に
は
抑
圧
政
策
で
あ
る
た
め
、
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
は
、
い

か
な
る
時
代
に
も
、
抑
圧
政
策
は
必
ず
存
在
す
る
。
し
か
も
、
譲
歩
(
何

値
収
管
の
抑
制
緩
和
)
は
、
当
時
町
社
会
的
経
済
的
諸
条
件
の
な
か
に
お

け
る
1

|
階
級
闘
争
を
緩
和
し
産
業
平
和
を
確
立
す
る
か
ぎ
り
で
の

i
l

.

.

.

.
 、

一
定
程
度
の
譲
歩
に
す
ぎ
ず
、
一

0
0
%の
譲
接
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え

な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
譲
歩
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
怖
に
階

級
関
係
の
緊
張
を
緩
和
す
る
た
め
の
一
定
限
度
で
の
譲
歩
を
志
味
す
る
に

静
八
十
三
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社
会
政
策
と
社
会
保
障

島

-

-

-

ナ
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
譲
歩
が
絶
え
ず
抑
圧
に
よ
っ
て
そ
の

内
符
を
制
約
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
両
者
の
聞
に
横
わ
っ
て
い
る

木
質
的
差
異
を
見
落
す
と
と
は
大
き
な
誤
り
で
あ
る
。

孝
橋
氏
が
例
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
し
る
一
七
九
九
年
一
八

O
O年
の

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
団
結
禁
止
法
干
、
わ
が
闘
の
公
務
員
法
に
お
け
る
間

休
党
渉
相
担
』
ぴ
労
働
争
議
権
の
否
認
等
々
は
、
社
会
政
策
で
は
な
く
、

主
さ
に
社
会
政
策
に
よ
る
譲
歩
を
拍
否

l
剥
奪
す
る
と
こ
ろ
の
労
働
政
策

で
i

め
る
。

か
〈
の
如
く
、
労
働
政
策
は
譲
歩
と
抑
圧
E
い
う
一
一
ワ
の
相
反
す
る
方

向
を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
の
談
。
の
面
の
み
を
、
わ
れ
わ
れ
は
社

会
政
策
と
呼
ん
で
い
る
し
、
伝
統
的
慨
φω
も
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
な

お
、
こ
の
融
市
少
と
抑
圧
と
い
う
二
つ
の
対
抗
は
、
同
一
の
制
度
や
法
律
の

*ド

な
か
に
、
か
ら
み
み
っ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
と
の
こ
と
は

な
に
も
向
者
を
概
念
的
に
同
一
白
範
時
で
抑
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
-
芯

味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
も
っ
と
厳
密
に
い
え
ば
、
珂
t
T
Z
同
一
白
州
叫
隔

で
検
討
す
る
己
と
も
必
要
で
は
あ
る
が
(
す
で
に
明
ら
か
な
如
く
、
こ
の

場
合
は
、
労
働
政
飯
1

乙
し
て
取
扱
え
ば
よ
い
冗
談
歩
白
内
容
の
み
を
取

り
出
し
て
、
こ
れ
を
科
学
的
に
吟
味
す
φ
ζ

と
は
そ
れ
に
劣
ら
ず
霊
裂
な

占
不
*
キ

課
題
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
、
譲
歩
の
耐
の
み
を
社
会
政
鉱

E
呼
ぶ
の

*

必

小

説

明

本

は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
り
、
「
社
会
政
策
の
伝
統

が
、
労
働
力
の
保
令
な
い
し
労
働
者
保
護
の
同
家
的
政
銃
、
と
し
て
、
い
わ

ゆ
る
飴
白
論
理
を
解
明
す
る
こ
と
に
童
心
を
か
け
て
き
た
」
〈
孝
橋
氏
の

第
八
寸
二
巻

第

号

五
六

。

こ
と
ば
、
前
掲
諭
1

一
凹
頁
)
の
も
同
様
の
理
由
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ

る。
主
主
れ
、
社
会
政
策
と
い
う
こ
と
ば
で
幸
橋
氏
が
理
解
さ
れ
る
も
の

は
、
わ
れ
わ
れ
が
労
働
政
策
と
呼
ん
で
い
る
も
白
と
同
一
内
容
の
も
の
で

あ
る
。孝
橋
氏
は
、
労
働
政
銑
な
る
こ
と
ば
を
如
何
な
る
も
の
と
し
て
理
解
し

て
い
る
の
か
l

|
従
っ
て
労
働
政
策
と
社
会
政
策
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
ー
ー
を
説
明
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
孝
栃
理
論
で
い

う
「
社
会
政
深
」
が
、
わ
れ
わ
れ
の
理
解
し
て
い
る
「
労
働
政
策
」
と
同

‘.、、.

}
の
も
の
だ
止
す
れ
ば
、
な
ぜ
、
労
働
政
策
と
い
う
既
存
の
用
語
を
避
け

て
、
こ
L
L
さ
ら
に
「
社
会
政
策
」
慨
念
を
拡
張
し
て
こ
れ
に
代
え
る
必
要

が
あ
る
の
か
ー
ー
を
孝
橋
氏
は
説
明
す
る
義
務
が
あ
る
だ
ろ
う
。

*
労
働
政
策
に
は
、
前
歩
〈
価
問
収
奪
の
抑
制
緩
和
)
や
抑
圧
(
談
沙

の
制
限

1
剥
輩
)
と
は
直
接
無
関
係
な
も
の
も
存
在
す
る
。

ま
学
柿
氏
は
、
つ
の
法
律
や
制
度
は
こ
れ
を
同
一
り
柏
崎
で
抑
す
ベ

き
だ
と
の
先
入
間
念
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
と
」
ろ
が
伴
本
教
授
の
考
え
方
か
ら
推
論
す
る
と
、
た
と
タ
ば
国

家
公
務
員
訟
に
お
け
る
団
結
艇
の
承
認
は
社
会
政
銑
で
あ
っ
て
点
、
w百

聞
争
議
粧
の
否
定
は
社
会
政
策
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
し
、
ま

た
労
働
組
合
訟
や
労
働
関
係
調
整
訟
が
、
回
結
栴
、
団
体
安
捗
権
お
よ

び
労
働
争
謡
権
を
一
般
的
に
み
と
め
る
か
ぎ
り
で
は
社
会
政
策
で
あ
る

が
、
同
じ
法
律
の
な
か
で
公
益
事
w

訟
の
中
議
行
為
を
制
限
L
、
緊
急
調



整
の
行
動
に
で
る
か
ぎ
り
で
は
、
社
会
政
策
の
概
念
か
ら
排
除
す
べ
き

も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
(
前
掲
論
文
二

O
E
Y

.
、
.
、
.
-
.
、
、

あ
る
直
味
で
は
、
そ
の
泊
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
も
、
そ
こ

に
は
な
ん
の
不
都
合
も
生
じ
な
い
で
は
な
い
か
。

既
述
の
如
く
、
譲
歩
は
常
に
一
定
限
度
内
に
お
け
る
|
|
そ
れ
故
に

抑
圧
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
た
る

!
l誠
事
に
し
か
す

F
な
い
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
ず
る
わ
け
で
あ
る
u

だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
孝
楠
氏
。
如
く
、
「
抑
圧
・
弾
正
が
訣
小
少
の

制
限
的
条
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
窓
味
的
に
は
、
抑
匝
弾
圧
も

ま
た
あ
る
意
味
で
譲
岩
山
内
容
を
な
す
」
(
前
掲
論
文
二

O
頁
)
と
い

う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
《
抑
圧
・
弾
圧
が
訣
#
を
な
す
出

と
は
引
抑
圧
が
譲
止
少
の
制
限
的
条
件
で
あ
る
と
い
う
込
と
は
、
次
の
よ
う
に

現
削
除
す
べ
き
で
あ
る
。

抑
庄

l
弾
圧
に
は
、
一
度
譲
歩
し
た
も
の
を
剥
査
す
る
場
合
と
抑
圧

が
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
場
合
之
が
あ
る
が
、
労
働
者
階
級
に
と
っ

て
は
、
こ
の
譲
品
中
部
分
を
碓
旧
作

l
拡
大
し
、
抑
圧
部
分
を
譲
歩
部
分
に

転
化
さ
す
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
る
。
従
つ
℃
、
わ
れ
わ
れ
が
、
議

.
、
、
.

歩
を
内
容
と
す
る
社
会
政
策
を
究
明
す
る
場
令
、
抑
圧
部
分
を
機
械
的

に
切
り
離
し
て
、
誠
心
少
部
分
の
み
を
取
上
げ
る
と
い
う
こ
し
乙
は
間
進
い

で
あ
ゐ
。
寸
な
わ
も
、
日
抑
圧
が
譲
歩
白
内
容
を
な
す
国
の
で
は
な
く
、

譲
歩
山
内
詳
を
確
保
し
そ
の
論
理
的
荷
造
を
究
明
す
る
と
い
う
慨
f
M
川か

社
会
政
舗
と
社
会
保
障

h--.
、
.
、
も
・
・
・
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
・
』
・
・
・
』
・

ら
、
訴
事
白
内
容
を
制
約
す
る
も
の
と
し
て
の
抑
圧
町
内
容
が
、
わ
れ

わ
れ
心
関
心
事
L

乙
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
、
.
‘
.
‘
.
.
 

こ
川
り
こ
と
は
、
抑
圧
を
、
社
会
政
策
概
念
そ
の
も
の
り
な
か
に
令
め

.‘
 •• 
、、

し
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
し
ζ

は
全
然
別
個
の
問
題
で
あ
る
。

ま
*
こ
の
京
現
は
、
誤
解
を
招
〈
恐
れ
が
あ
る
が
、
前
配
の
主
の
後
半

部
分
を
注
意
し
て
読
ん
で
頂
き
た
い
。

主
主
こ
の
こ
と
の
背
後
に
は
、
少
く
と
も
、
次
の
よ
う
な
一
一
一
つ
の
事
実

が
杭
た
わ
っ
て
い
る
。

第
コ
も
と
も
と
資
本
家
階
級
の
権
力
執
行
機
関
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
資
本
制
国
家
が
、
資
本
の
刑
話
に
反
す
る
と
み
え
る
労
働
者

保
護
策
(
社
会
政
策
)
を
実
施
せ
ざ
る
が
え
な
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ
で

あ
る
か
、
一
見
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
に
思
わ
れ
る
こ
の
事
態
の
な
か
に
は

如
何
な
る
論
理
が
存
在
し
て
い
る
か
、
を
究
明
し
よ
う
と
し
て
置
場

l

成
長
し
て
き
た
の
が
、
社
会
政
官
学
の
伝
統
で
あ
る
。

第
二
。
「
譲
歩
と
抑
圧
の
論
理
」
と
は
別
桐
に
「
譲
歩
の
前
担
」
が
存

在
し
、
そ
れ
に
桐
有
の
法
則
性
が
見
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は

こ
れ
を
科
学
と
し
て
の
経
済
学
の
部
門
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
し
、

そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
a

第
三
。
「
譲
歩
」
の
論
理
的
意
義
を
究
明
す
る
こ
と
は
、
労
働
諸
条

、
.
、
‘
.
、
、
、
、
、

.

.
 

件
の
改
善
を
求
め

τ闘
っ
て
い
る
労
働
者
運
動
に
と
っ
て
、
極
め
て
重

要
な
d
長
設
を
有
し
て
い
る
。

第
八
十
二
巻

第
三
号

五
也



祉
士
政
策
と
社
会
保
障

一
:
社
会
政
抜
か
ら
社
会
保
障
へ

次
に
、
前
述
の
如
き
社
会
政
敏
論
を
展
開
さ
れ
た
孝
橋
氏
は
、
社
会

保
体
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
吋
ら
れ
て
い
る
か
、
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な

、Gし

』・・----・

4

不
橋
理
論
に
よ
れ
ば
、
「
社
会
保
障
は
独
占
資
本
王
義
の
社
会
政
策
そ

、.、、

の
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
-
拡
充
さ
れ
た
社
会
政
筑
』
で
あ
る
」
(
前
掲
論

文
二
五
頁
、
時
点
引
用
者
)
。
如
何
な
る
論
理
的
操
作
に
も
と
づ
い
て
、

か
か
る
結
論
が
生
じ
て
く
る
か
を
、
以
下
簡
単
に
検
討
す
る
つ
も
り
と
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
宰
橋
理
論
は
混
乱
町
一
振
に
達
し
て
い
る
た
め
、
わ
た
く

L
の
叙
述
も
い
さ
さ
か
混
乱
せ
ざ
る
を
え
な
い
ロ

ー
社
会
政
策
の
「
変
容
」

ヰ
マ
橋
氏
は
、
「
社
会
政
筑
が
国
家
的
強
制
に
よ
る
労
働
者
の
保
護
政
策

に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
が
、
社
会
政
液
概
念
の
伝
統
と
な
っ
て
き
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
何
人
も
抗
存
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
を
白
か
ら

認
め
な
が
ら
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
「
資
木
王
殺
の
発
印
刷
と
そ
れ
に
と
も

、.
.
.
 、
.
、
.
、
... 
‘. 

な
う
変
化
に
即
応
し
て
、
社
会
政
策
慨
念
を
創
造
的
に
意
味
づ
け
る
こ
と

が
、
そ
の
伝
統
を
伝
か
す
瓦
の
涯
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
前
掲
論
文

二
三
頁
、
傍
点
引
日
者
)
と
し
て
、
と
れ
を
択
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

「
資
本
主
義
の
発
展
が
、
独
占
的
段
階
L

と
り
わ
け
一
般
的
危
機
の
段
階

に
は
い
る
と
、
資
本
主
義
的
生
産
方
法
と
生
産
関
係
の
矛
盾
は
、
い
よ
い

よ
は
げ
し
い
も
の
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
J

そ
の
た
め
「
労
働
者
を
賃

第
八
十
二
巻

第
三
号

五
ノ¥

銀
労
働
省
と
し
て
再
生
産
す
る
こ
と
に
本
質
を
も
っ
社
会
政
策
の
共
体

的
実
践
に
多
く
の
変
化
ψ
ャ
も
た
ら
す
」
こ
し
r
と
な
る
(
前
掲
論
文
二
一

瓦)。そ
し
て
こ
の
社
会
政
策
の
「
変
容
」
は
一
つ
の
側
面
に
お
い
て
あ
ら
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ω
「
工
場
法

l
労
働
基
準
法
の
制
定
之
拡
充
、
最
低
賃
余
制
度
の
創

設
社
会
保
険
制
度
の
採
用
と
拡
張
、
し
た
が
っ
て
社
会
保
障
制
度

の
実
現
な
ど
、
総
じ
て
改
良
主
義
的
立
法
に
よ
る
賃
銀
労
働
者
の
再
生

産
の
保
障
(
明
ら
か
に
労
働
者
保
護
を
意
味
す
る

1
J引
用
者
)

と
そ
の
拡
充
な
い
し
整
備
・
統
一
が
ほ
か
ら
れ
る
と
し
γ

う
の
が
、
そ
の

変
容
白
一
側
面
で
あ
る
」

ω
「
こ
れ
と
な
ら
ん
で
、
労
働
組
合
運
動
に
刻
し
て
は
、
そ
の
抑
圧

政
策
を
強
化
し
つ
つ
〔
)
、
労
働
組
合
幹
部
の
労
働
貴
族
化

お
よ
び
買
収
、
さ
ら
に
戦
線
分
裂
の
手
段
を
も
っ
て
(
〕
、

階
級
闘
争
に
お
け
る
弱
体
化
を
ほ
か
っ
て
い
る
が
、
主
た
同
時
に
労
働

者
に
対
し
て
社
会
的
理
念
へ
の
期
待
を
よ
び
さ
ま
き
せ
な
が
ら
、
そ
の

実
資
本
主
義
の
く
さ
り
に
彼
ら
を
つ
な
ぎ
と
め
る
経
常
参
加
の
各
積
形

態
(
)
、
そ
の
他
の
労
資
協
調
制
度
に
よ
っ

t
、
労
働
者
階
級

を
な
だ
め
る
ζ

と
に
よ
っ
て
、
賃
銀
労
働
者
の
再
生
産
世
保
障
し
よ
う

と
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
ま
た
社
会
政
策
の
変
容
の

他
の
側
聞
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
(
前
掲
論
文
一
一
一
一
一
一
一
瓦
、
傍
ぷ
引

用
者
)

c



第
一
の
変
容
が
譲
捗

l
労
働
者
保
護
を
内
容
し
ι
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い

が
、
第
二
の
変
容
が
労
働
者
に
対
す
る
抑
正
の
み
を
意
味
す
る
も
り
か
、

そ
れ
と
も
誠
容
と
抑
圧
を
意
味
す
る
も
の
か
、
本
橋
氏
の
文
章
を
読
ん
だ

だ
け
で
は
断
定
で
き
な
い
が
、
変
容
か
二
つ
の
側
面
に
お
い
て
扶
与
え
よ
う

正
す
る
幸
橋
氏
の
意
悶
を
考
査
す
る
な
ら
ば
、
第
二
の
変
容
は
抑
日

1
弾

E

ん
の
み
を
そ
の
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
う
。

刷
第
一
の
解
釈

か
か
る
解
釈
が
正
し
い
な
ら
ば
、
4
4
橋
氏
は
譲
歩
と
抑
圧
と
を
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
政
策
の
変
容
と
L
て
捉
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。
変
容
し
た
と
い
う
か
b
に
は
、
変
縦
し
な
か
っ
た
本
来
的
な
も
の
が

存
在
し
て
い
た
筈
で
あ
ろ
う
。
幸
橋
氏
は
と

D
本
来
的
社
会
政
策
の
仔
在

を
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
下
認
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
如
何
な
る

も
の
な
の
か
コ

前
節
戸
、
述
べ
た
加
〈
、
来
橋
理
論
に
よ
れ
ば
社
会
政
策
は
、
譲
歩
主
抑

圧
と
を
含
ん
だ
賃
制
労
働
の
再
生
産
筑
で
あ
る
ロ
か
か
る
規
定
か
ら
す
れ

ば
‘
前
掲
引
用
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
変
容
の
二
つ
の
側
面
は
、
官
宅
も
変

容
で
は
な
く
、
社
会
政
川
丸
の
内
符
そ
の
も
り
に
ほ
か
な
ら
な
い
筈
で
あ

るロ
向
第
二
の
解
釈

孝
柵
民
が
、
か
か
る
幼
稚
な
矛
盾
を
犯
さ
れ
る
管
は
な
い
と
思
わ
れ
る

の
で
、
わ
た
く
し
は
、
素
踊
氏
D
意
阿
は
、
第
二
の
変
容
を
強
調
す
る
こ

去
に
あ
っ
た
も
の
と
解
釈
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
孝
橋
理
論

社
会
政
鍛
と
社
会
保
障

は
次
の
如
き
凶
式
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

産
業
資
本
土
議
段
階
の

社

会

政

策

労

働

者

り

保

護

|

一

|

一

↑
(
社
会
政
策
概
念
の
創
造
的
意
味
づ
け
)
一
変
容

独
占
資
本
主
義
段
階
の
『
労
働
者
の
保
護

f

社
会
政
策

J
F

労
働
者
に
対
す
る
抑
圧

f

わ
た
く
し
が
、
と
の
よ
う
に
前
理
な
解
釈
を
与
え
る
根
拠
は
、
孝
橋
氏

が
「
産
業
資
本
の
昔
反
発
展
か
ら
熟
成
期
に
か
け
て
は
、
産
業

資
本
の
あ
ら
ゆ
る
収
奪
や
個
別
資
本
の
百
円
的
な
利
潤
慾
か
ら
労
働
力
を

ま
も
る
こ
と
品
、
社
会
的
総
資
本
の
権
力
的
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
出
家

に
と
っ
て
、
最
大
で
抜
高
の
関
心
事
で
あ
り
任
務
で
あ
っ
た
。
こ
り

段
階
に
お
い
て
も
、
抑
圧
斗
訟
も
同
時
に
存
在
し
て
い
た
こ

k
は
事
実
で
あ
る
が
、
社
会
政
策
に
と
っ
て
の
、
芯
味
的
お
よ
び
現
実
的

な
重
み
が
前
者
(
労
働
者
保
護
l
I
L引
用
者
)
に
か
け
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
よ
と
述
べ
て
お
ら
九
る
か
ら
で
あ
る
ハ
謂
掲
論
文

一
三
頁
)
。

く
ど
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
り
文
章
を
要
約
す
れ
ば
、
産
業
資
本
主
義

段
階
の
「
国
家
に
と
っ
て
、
最
大
で
最
高
の
関
心
事
で
あ
り
任
務
」
で
あ

っ
た
も
の
は
、
労
働
者
保
護
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
a

呆
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
下
腔
史
は
、
ま
さ
に
反
対
の
事
実
を
一
市
し
て

い
る
。
明
治
後
期

1
穴
正
時
代
の
国
家
に
と
っ
て
、
労
働
者
抑
圧
よ
り
も

労
働
者
保
護
白
方
が
、
「
最
高
で
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
任
務
」
で
あ
っ

た
と
い
う
根
拠
は
ど
こ
に
あ
ろ
う
か
。
治
安
讐
察
法

1
治
安
維
持
法
左
中

第
八
十
二
巻

第
三
号

T

九
九



社
会
政
策
と
社
全
保
障

心
と
す
る
弾
圧
政
策
よ
り
も
、
骨
抜
き
的
工
場
法
の
制
定
に
よ
る
労
働
者

保
護
策
が
、
当
時
の
両
家
権
力
に
と
っ
て
「
最
品
で
最
ト
人
の
関
心
事
で
任

務
」
で
あ
っ
た
と
は
川

ま
た
、
当
時
の
コ
場
法
に
よ
る
労
働
者
保
護
よ
り
も
、
こ
ん
に
ち
の
労

働
諸
良
法
に
よ
る
労
働
者
保
誌
の
方
が
、
隔
段
の
進
止
少
を
な
し
て
い
る
事

虫
、
な
ら
び
に
治
安
叫
警
察
法
を
中
心
と
し
た
当
時
の
弾
圧
政
策
が
今
日
の

酪
圧
諸
立
法
に
〈
ら
べ
て
、
著
し
く
惨
忍
苛
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
事
実

11ー
こ
れ
ら
の
事
実
を
、
本
橋
氏
は
ど
の

t
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

産
業
資
本
主
義
時
代
に
お
い
亡
は
、
弾
汗
政
策
は
(
当
時
の
労
働
者
保

護
抜
に
く
ら
べ
て
も
、
ま
た
こ
ん
に
ち
の
抑
圧
策
に
く
ら
べ
て
も
)
著
し

〈
大
き
な
比
重
を
も
ち
苛
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
社
会
政
筑
を
、
保
護
と
抑
圧
の
二
面
に
お
い
て
抗
与
え
よ
う
と

す
る
孝
橋
理
論
に
甘
い
て
は
、
「
社
会
政
策
」
は
最
初
か
ら
そ
の
よ
う
な

も
の
之
し
て
捉
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
挽
言
す
れ
ば
、
前
惜
の
図
式
は

成
立
ち
え
な
い
。
ご
の
こ
と
は
、
孝
橋
理
論
に
と
っ
て
は
、
お
よ
そ
社
会

政
抜
の
「
変
容
」
と
い
う
こ
と
ば
自
体
が
、
論
理
的
矛
盾
で
あ
る
こ
と
を

意
味
す
竺

こ
の
こ
と
は
、
同
時
に
ま
た
、
社
会
政
策
の
伝
統
的
概
念
F

労
働
者
保

、.、.、.

諮
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
の
社
会
政
策
概
念
)
そ
の
も
の
が
、
そ
の
当

、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
.
.
.
.
 、
、
、
、
.
、
.
、
.
.
 、
、
、
.
、
、
、

初
か
ら
、
労
働
者
階
紋
に
対
す
る
抑
圧

1
弾
圧
の
真
只
中
に
お
い
て
形
成

、
-
-
司
、
、
、
、
、
、
.
、
.
、
.
司
、
、
、
.

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
「
資
本
主
義
的
発
肢
と
そ

第
八
十
二
巻

第
三
号

/、
り

四

れ
に
と
も
な
う
変
化
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
ん
に
ち
な
お
、
わ
れ
わ
れ

は
、
と
の
社
会
政
策
の
伝
統
的
概
念
に
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
保
護
(
価

値
収
奪
の
抑
制
緩
和
)
の
み
を
社
会
政
策
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
孝
橋
理
前
で
い
う
と
こ
ろ

の
「
社
会
政
前
概
念
を
創
造
的
に
意
味
づ
け
る
」
必
要
を
、
わ
れ
わ
れ
は

い
さ
き
か
も
見
出
す
こ
、
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

N
M

第
三
の
解
釈

わ
た
く
し
は
、
半
橋
氏
を
誤
解
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、

改
め
て
も
ラ
一
度
、
氏
の
意
図
を
解
釈
し
な
お
し
一
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

社
全
政
策
は
、
最
初
か
ら
保
護
と
抑
圧
の
二
側
面
を
も
っ
て
お
り
、
こ

‘
.
、
.
、
、
、
、

れ
ら
の
阿
側
聞
は
、
資
本
主
義
の
発
展
に
と
も
な
い
そ
れ
ぞ
れ
堂
前
に

「
変
梓
」
を
と
げ
て
き
た
の
で
あ
る
|
|
点
ヰ
桁
氏
の
意
凶
を
こ
の
よ
う
に

解
釈
し
て
み
よ
う
。

、
、
.

譲
歩
u
l仮
設
や
抑
圧

1
弾
圧
の
具
体
的
内
容
が
時
代
の
推
移
し
乙
と
も
に

変
化
す
る
こ
と
は
極
め
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
上
う
な

意
味
で
の
「
変
容
」
に
す
ぎ
な
い
も
り
で
あ
れ
ば
、
な
に
も
と
り
立
て
て

変
容
」
を
碩
調
す
る
必
要
は
な
く
、
ま
し
て
、
そ
れ
は
「
社
会
政
策
の

概
念
を
創
造
的
に
意
味
ず
け
る
」
理
由
と
は
な
ら
な
い
。

い
づ
れ
に
せ
よ
、
孝
橋
理
論
で
い
う
と
こ
ろ
の
社
会
政
策
の
「
変
容
」

は
、
労
働
者
保
護
を
内
容
主
す
る
社
会
政
策
の
伝
統
的
概
念
も
変
更
l
肱

張
せ
し
め
る
要
因
と
は
た
り
え
な
い
n

E

社
会
保
障



く
り
返
し
述
べ
た
如
く
、
幸
情
理
論
に
よ
れ
ば
、
社
会
政
策
を
二
つ
の

側
面
で
の
「
変
容
」
に
お
い
て
担
え
る
な
ら
ば
、
「
労
働
組
合
に
対
す
る

抑
圧
政
策
は
、
個
別
資
本
に
対
す
る
抑
圧
政
策
(
労
働
者
保
護

γー
引
用

者
)
主
と
も
に
労
働
者
を
賃
銀
労
働
者
と
し
て
再
生
産
す
る
こ
と
を
そ
の

本
質
に
も
つ
社
会
政
筑
の
一
環
に
陪
か
な
ら
な
い
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈

こ
そ
が
、
社
会
政
策
概
念
の
伝
統
を
現
代
に
生
か
す
も
の
で
あ
り
」
(
前

掲
論
文
二
回
頁
〉
、
己
の
い
わ
ば
『
拡
充
さ
れ
た
社
会
政
策
』
が
社
会
保
キ

障
制
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
シ
一
に
な
る
(
前
掲
論
文
二
五
頁
)
。

h

，‘，-.‘. 

*
ー
や
柿
氏
は
、
社
会
政
策
の
変
容
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
社
会
保
障

、を社
会
政
策
。
変
容
白
第
一
白
側
同
(
譲
歩

l
労
働
者
保
護
)
白
内
容

‘
.
、
、
、
.
、

と
し
て
捉
え
て
お
ら
れ
ゐ
。
こ
れ
は
、
岩
晴
氏
が
、
和
市
立
息
調
的
に
、
社

、

、

、

、

金
保
障
を
弾
圧
と
し
て
で
は
な
く
譲
歩
と
し
て
理
解
し
て
お
ら
れ
る
か

ら
で
あ
ろ
う
(
第
一
の
変
容
に
関
す
る
前
掲
引
用
文
を
参
照
さ
れ
た

、、

.B.
、

い
)

c

し
か
る
に
、
氏
は
意
識
的
に
は
、
あ
く
ま
で
も
社
会
政
策
(
譲

歩
と
抑
圧
)
と
社
会
保
障
と
を
同
一
視
さ
れ
る
D

つ
い
で
に
云
え
ば
、
社
会
政
策
の
班
容
と
い
う
こ
と
を
論
ず
る
と
す

れ
ば
、
社
会
政
策
と
い
う
形
態
で
の
保
護
策
が
社
会
保
障
と
い
う
形
態

』

、

.

』

、

.

』

、

.

で
の
そ
れ
に
程
化
ぜ
ざ
る
を
え
な
〈
な
つ
た
過
軒
か
を
ι-ζ
」
そ
問
題
と
す
ベ

き
で
あ
る
。

ヰ
キ
楠
氏
は
、
こ
れ
と
は
全
く
逆
に
、
社
会
政
誌
の
変
容
を
強
調
す
る

乙
と
に
よ
り

l
l
}し
か
も
、
既
述
町
一
如
く
、
変
容
の
内
存
は
枢
め
て
暖

昧
で
あ
る
|
|
、
社
会
此
策
概
志
を
と
ん
で
も
必
い
方
向

(
1抑
圧
U

社
会
政
能
と
社
会
保
障

に
拡
張
し
、
こ
の
「
拡
充
さ
れ
た
社
会
政
策
」
守
安
劾
に
社
会
保
隙
と

同
置
さ
れ
あ
。
従
っ
て
、
社
会
政
策
の
変
容
を
社
会
保
障
の
出
現
と
結

び
つ
け
よ
う
と
す
る
科
学
的
分
析
は
、
こ
こ
で
は
完
企
に
放
棄
さ
れ
て

い
る
。
か
か
る
理
論
的
欠
陥
の
た
め
、
孝
橋
氏
の
社
会
保
障
論
は
、
以

下
簡
単
に
述
べ
る
よ
う
に
、
矛
盾
と
組
乱
に
満
ち
た
も
の
と
な
ら
ざ
る

を
え
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
社
会
政
策
を
資
本
に
よ
る
価
値
収
奪
の
抑
制
緩
和
と
み

る
た
め
、
そ
こ
で
は
資
本
の
直
接
的
負
担
L

と
い
う
こ
と
が
重
要
な
要
闘
と

な
る
。
そ
し
て
、
独
占
資
本
主
義
段
階
に
い
た
り
‘
資
本
が
直
接
的
負
担

や
間
接
的
負
担
(
玄
た
は
そ
の
他
の
も
の
)
に
転
化
し
よ
う
、
と
す
る
と
こ

.
、
、
.

λ
に
、
社
会
保
障
出
現
の
」
つ
白
契
機
を
見
出
す
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
社
会
政
策
を
譲
歩
主
抑
圧
止
の
二
由
に
お
い
て
捉
え
る
孝

橋
理
論
に
お
い
て
は
、
そ
の
当
然
の
帰
結
上
し
て
、
社
会
政
策
と
「
資
本

巴
直
接
的
負
担
」
と
は
完
全
に
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
L

と
な
る
(
前

掲
論
文
二
四
頁
〕
。
そ
の
結
果
、
「
独
占
資
本
主
義
の
社
会
政
策
は
、
資
本

の
直
接
的
な
負
担
を
間
接
的
な
負
担
に
転
化
す
る
か
、
ま
た
は
労
働
者
み

ず
か
ら
の
負
担
に
伝
化
す
る
方
法
を
え
ら
ん
で
い
る
。
総
じ
て
社

会
保
障
制
度
が
萱
場
す
る
段
階
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
つ

土
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
」
(
前
担
論
文
二
四
頁
〕
と
い
う
事
態
の
変
化
に

.

.
 、.、、

対
す
る
正
し
い
認
識
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
孝
橋
氏
は
、
こ
こ
に
白
か
ら
述

べ
て
お
ら
れ
る
事
実
り
亙
夏
性
を
完
全
に
看
過
し
、
社
会
政
策
と
社
会
保

障
、
と
の
同
に
横
た
わ
っ
て
い
る
質
的
相
速
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ず
、

第
八
十
二
巻
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引
会
政
策
と
社
会
保
障

、
、
、
、
、
、

E.
、.

「
社
会
保
障
は
独
占
資
本
主
義
の
社
会
政
策
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
断
ぜ

ら
れ
る
(
前
指
摘
文
二
五
五
修
点
引
問
者
)
。

こ
れ
で
は
、
副
会
保
障
は
、
譲
歩
と
抑

N
の
二
側
面
を
も
っ
副
会
政
策

の
独
占
段
附

rお
け
る
一
変
態
に
す
芳
な
い
こ
と
と
な
り
、
相
会
保
障
制

度
の
確
立
-
拡
充
を
切
望
し
て
い
る
困
民
大
衆
は
、
と
ま
ど
っ
て
し
主
う

で
あ
ろ
ラ
。
と
ま
ど
う
の
は
国
民
大
衆
ば
か
り
で
は
な
い
。
社
会
保
障

を
、
か
く
も
明
確
に
譲
手
と
抑
圧
之
耕
定
さ
れ
る
串
橋
氏
が
、
「
社
会
保

、
‘
、
、
、
、
、
.
、

障
制
度
の
実
態
が
中
労
働
刀
保
全
に
お
け
る
資
本
の
負
担
か
ら
労
働
者
階

‘

，

‘

.

、

、

、

、

.

、

、

.

‘

.

、

、

.

級
自
身
へ
の
負
担
へ
」
と
転
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
に
は
も
は
や
議
論

‘.、
.
.
.
 、.、

の
余
地
は
な
い
が
、
そ
れ
は
叶
社
会
政
策
の
転
落
形
態
F

な
の
で
は
な

、
.
、
.
、
、
、

〈
、
社
会
政
策
の
禿
民
的
変
容
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
と
き
、
わ
た
く
し

は
完
全
に
と
主
ど
っ
て
し
主
わ
ざ
る
安
え
な
い
(
前
掲
諭
丈
二
六
瓦
、

『
』
的
は
岸
本
氏
の
こ
と
ば
、
仔
斗
白
川
引
用
者
〉
。

、、.

「
発
展
的
変
容
」
と
称
ナ
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
は
質
的
向
ょ
が
存
在

‘、

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
孝
橋
理
論
で
は
何
ら
の
向
上
の
栗
凶
も
見
う
け
ら
れ
な

い
の
に
、
孝
橋
氏
は
な
ぜ
そ
れ
を
「
布
股
的
変
容
一
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
全
〈
理
解
に
苦
し
む
。

そ
れ
は
そ
れ
と

L
て
、
本
橋
理
論
に
よ
れ
ば
、
弾
圧
の
強
化
も
社
主
保

障
の
発
展
と
い
う
こ
と
に
な
ら
さ
る
を
え
な
い
が
、
求
橋
氏
は
こ
の
こ
と

を
如
何
に
説
明
き
れ
る
つ
も
り
で
あ
ろ
う
か
J

第
八
十
三
巻

あ

/、

と

力、

第
三
世

き

ノ、

わ
た
く
し
は
、
最
初
、
本
稿
に
お
い
て
、
諸
々
の
誤
れ
る
社
会
政
策

論
を
簡
単
に
批
判
し
た
の
も
、
社
会
保
障
論
に
草
点
を
お
い
て
理
請
を

展
開
L
て
ゆ
く
つ
も
り
で
あ
フ
た
が
、
来
橋
氏
の
社
会
政
筑
前
が
予
想

司
、
.

外
に
難
解

1
複
雑
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
に
多
く
の
紙
数
を
費
す
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
社
会
保
障
論
に
お
い
て
は
、
本
稿
で
も
簡
爪
に

言
及
し
た
「
直
接
的
負
担
」
り
問
題
、
従
っ
て
社
会
政
筑
と
社
会
保

険
・
社
会
扶
幼
k
O
関
係
を
究
明
す
る
こ
と
が
一
つ
の
謀
庖
と
し
て
残

さ
れ
て
い
る
。
三
れ
ら
の
問
題
は
別
稿
に
お
い
て
諭
す
る
予
定
で
あ

る。


